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本⽇の内容

¤間接発話⾏為
¤コンテクストとコミュニケーション
¤コンテクストと想像⼒
¤他者への配慮ー想像⼒の問題ー



あなたはどう答えますか？
¤路上で⾒知らぬ⼈から、
「すみません、時計持っていますか？」と聞かれ
ました。

A：すみません、時計持ってますか。

B：



発話の意図は何でしょう

【間接的に表現】

理解

【発話の意図に
対する答え】



理解に⾄るプロセス
A：「⽇曜⽇に映画に⾏かない？」

B：「⽉曜⽇、レポートの締め切りなんだよね」
【Aの思考プロセス】
①⼀般にレポートを書くにはかなり時間がかかる
②多分Bは⽇曜⽇もレポートを書かなくてはならないのだろう
③映画に⾏くにはかなりの時間が取られる
④このようなことから考えて、Bは映画に⾏けない可能性が⾼い
⑤つまり、Bの発話は「⾏けない」ということを間接的に意味し
ていると解釈すべきだ



【間接発話⾏為】
¤私たちの⽇常のコミュニケーションでは、この
ように⾃分の⾔いたいことをそのまま表現する
のではなく、他の表現を使って間接的に表すこ
とがよくある。このような発話⾏為のことを
「間接発話⾏為」という。

¤発話の意図を適切に理解するためには、その状
況についての「知識」が不可⽋であり、その
「知識」を共有していなければならない。



コンテクストとは
¤コンテクスト（Context）とは、コミュニケーション
が⾏われる前後の⽂脈や状況・場⾯のこと
○⽇本社会→⾼コンテクストの社会
：何を⾔ったかより、どのような状況で⾔ったかが重視
される→はっきり⾔葉に表すことを控えるコミュニケー
ションスタイル（「察し」、「以⼼伝⼼」など）
○アメリカ社会→低コンテクストの社会
：どのような状況で⾔ったかより、何を⾔ったかが重視
される→すべて⼝に出して相⼿に伝えるコミュニケー
ションスタイル



⽇本
韓国
台湾
中国
アラブ
ギリシャ
メキシコ
スペイン
イタリア
フランス
フランス系カナダ
英国系カナダ
英国
アメリカ
スカンジナビア
ドイツ

参考：Hall. (1976)・末⽥清⼦・福⽥浩⼦(2008)



発話意図の解釈の差の例
A：「⽇曜⽇に映画に⾏かない？」

B：「⽉曜⽇、レポートの締め切りなんだよね」
A1：「そっかー、残念だね。また今度ね！」
A2：「⼤変だね〜！ で、映画どうする？」

※異⽂化コミュニケーションでは理解の仕⽅に
ギャップが⽣じ、⼾惑うことがある



異⽂化の中では伝わりにくい表現
¤本当はどっち？



同じ⽂化同⼠でも誤解しやすい⾔語表現
¤誤解を招きやすい⾔語表現：

「すみません」
謝り？感謝？それとも？

「いいです」「⼤丈夫です」

良い？良くない？要る？要らない？



コミュニケーションの機能
¤情報の伝達や意思の疎通
¤相⼿と良好な関係を築いたり維持する
→対⼈関係を意識した⾔語⾏動
⼈間には⽂法的に正しい⽂を作る⾔語知識だけでなく、
コミュニケーションの⽬的や場⾯に適切なメッセージを
⽣成できる能⼒とそれを理解する能⼒がある

相⼿の気持ちや⽴場に「配慮」を⽰す⾔い⽅をする



トイレの貼り紙



あるコンビニのトイレの貼り紙



コミュニケーションのキーワード
¤コミュニケーションは、聞き⼿に対する「配
慮」とそれを可能にする「想像⼒」が重要であ
る。

¤「配慮」とは、その場の機微を理解しその場に
ふさわしい⾔動をとる「能⼒」である。

※想像⼒に基づく配慮こそが私たちが「分かり合
える」キーワードである。



教室での授業では？

¤他の⼈の意⾒や考えを聞くことで、視野を広
げ、気づきを得ることができる

¤⼀⼈では難しいと感じる課題でもグループの
⼒で解決できることがある



ありがとうございました。


